
6■39A スピードタイマー
1)fEL l洋

彬美卜戊稜ζ雀監                 27.00mm

彬K;賊 F戸 ミ                  6.65mm

テ ンプ振動 数     21,600回 /時
自  動  巻
カ レン グー (日 イ寸、 曜 日、 曜文 字 不ロ
英切 換機構 、 日・曜早 修 正 装 置付 )

クロ ノ グラフ (秒針 、分 針 30分計 、

不責算 )

2)特  長

画 期 的 な 自動 巻 ク ロノ グラ フ

従 来 の ク ロノ グラフ時 計 は一 般 に その構 造

が複雑 な ため 自動 巻機 構 を備 え る こ とが困

難 とされ てお ります が 、 61ス ピニ ドタ イマ

ー は この ク ロ ノ グラフ機 構 と自動 巻 機 構 を

コ ンパ ク トに ま とめ 日付 、曜 日の カ レング

ー機 構 もイ寸き厚 さ、 大 きさ を感 じさせ な い

高度 な機 能 時 計 です。

使 い易 い ク ロノ グラ フ装 置

秒針 、 30分 Hf針が 第一 ボ タ ンを押 す こ とに

よ リス ター ト、 ス ト ンプ して時 間 を言十る こ

とが で きます。 さ らに計 測 時 間 の積 算 もで

き る本格 的 な 時計 です。

簡 単 な操 作 の 日曜修 正 装 置

従 来 の 日修 正機 構 に加 え て リュ ウ ズ を更 に

オ甲す こ と
`こ

よ り曜 日も簡 単 0こ 修 正 す る こ と
が で きます。
1好
みによつて使 い分 け られ る和 英 文 字 の切 換

禾日英 どち らに も切 換 え られ 、 t‐J」換 え た あ と

は 自動 白勺に女子み の曜文 字 が現 わ 才しま
―
す。

機 能 。デザ イ ンの 豊 富 な外 装      ‐

70m防 水 に タ キ メー ター 、 回転 ダ イヤ ル リ
ン グ等 豊 富 な機 能 を備 えバ ラ ェ テ イー に富

ん だデザ イ ンが あ ります。

3)分 解 ・ 組 立
分解は図の番号①―④の順序に分解 して くだ

さ い。

組 立 は 図 の 番 号 ④ →① の 順 序 で組 立 て て くだ

さい。

従 来 の 時 計 と比 べ て 自動 巻 機 構 の 取 付 け が 異

な ります 。

ク ロ ノ グ ラ フ調 整 と針 イ」作 業 の た め 自動 巻 機

構 は針 付 きム ー ブ メ ン トを ケ ー ス に セ ッ トし

た 後 お こ な い ます 。

4)注  油

図 中 で 次 の 記 号 は 油 の種 類 量 注 油 個 所 を示 します 。

種 類        注 油 量

…
― ビ ス  A       

―
多め に

0セ イ コー ウ ォ ンチ 油 S-4 α卜 標 準 量

‐ l・7く 少 量

これ 以 外 の 油 を使 用 す る個 所 は 別 に示 して あ

ります の で 、確 実 に注 油 して くだ さ い。

(注 )指示 の な い個 所 に は 注 油 の 必 要 が あ り ま

■士ス́。

③ 印 の個 所 に ιま糸色刈 に注 油 しな い で くだ さいロ

―-6139A-1-
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6139A自 動巻機構
裏 ブターー ーー

ー
ー__―――――――

んで ください。

裏 ブ タ バ ンキ ン

回 転 錘 ― 一

伝 工 受 ネ ジ (2本 )

①マシンク~

《Ξ〉伝工草

(ID〉
中枠

機 械 固 定 バ ネ

第一ボタン (発進 ボタ

ボタンバネ

第ニボタン (イ・・t全 |ボ タ

―
マ ジ ンク レバ ー の組 み 込 み は偏 ′し、ピ

ン に注 油 して か ら先 に伝 工受 に組 み

込 み 図 -2の よ う に伝 工 受 と一 緒 に
ム ー プ メ ン トに セ ン トし ま す。(マ ジ

ンク レバ ー は油 に よ っ て伝 工受 に定

着 さ れ て い ます。)

こ の と き伝 工 卓 の 歯 とマ ジ ック レパ

ー を噛 合 わ せ て くだ さ い。

第 ニ ボ タ ン

(図 -2) ピンの頭 に油 が

―
 てからない こ と

(図―ζタ

い )

中 枠 の 出 し入 れ は ボ タ ン⑪ を押 しな が ら

お こ な っ て くだ さ い。

⑫リュウズ付巻真

文字板、針付 き

ムーブメン ト

刊鱚肉不ゝ
:呼覇E5三二」第一

ボタン

ボ タン部 の構 造

作 動 レ バ ー

復 針 伝 達 レ バ ー

回 転 ダ イ ヤ ル リ ン グ

回 転 リ ン グ

/パ
ツキ
rラグ

_文 字 板 受

リング

ヽ
ボ タ ンバ ネ

ボ タ ンパ ッキ ン

②

③
④

①

―

(亘)伝
工受

③―案内一―――
0立時の注意)チす↑た1,干 ti‡「

子:「i

蹴 曇暴霧TI辱冤Fす

伝 工受 と レバ ー 案 内③ で マ

ジ ンク レバ ー⑦ を は さ ん で

一 緒 に は ず して くだ さ い。

―-6139A-2-



6139Aヵ レンダー機構
…

葦

く秒 針 、 ク ロ ノ グ ラ フ分 針 の 取 り付 け方 〉

① ま ず復 針 を お こ な い針 を 0位 置 に合 わ せ て軽
く押 し込 ん で くざ さ い。

② 次 に再 度 復 針 をお こ な っ て 0位 置 を 点検 して
ズ レて い る場 合 は復 針 レバ ー を押 し た ま ま で

針 を回 転 させ 、 修 正 して くだ さ い。
③ O位 置 が 合 っ た と こ ろ で完 全 に押 し込 ん で く
だ さ い。

秒 針 軸 は左 図 の よ う に カ ン トして あ

りま す の で 完 全 に押 込 ん で か ら秒 針

を回 転 す る と針 ユ ル ミの 原 因 に な り

ます 。

な お S EIKOで は 、ょ り簡 単 に剣 I秋 り不lけ タト業
が で き る 6139専用 の機 械 台 S-500を 発 売 し
て お り ます の で 、 ご利 用 くだ さ い。

/
と一復針ボタン

作動レパー押シ溝

真ニケ溝

ЮＯ
Ю
Ю

・一秒
一
クロノグラ
・ 文 字 板

文 字 板 受 リ ン グ

〔組立時の注」 曜 車 押
工 を組 み 込 み 後 リュ ウ

ズ を押 し、 日お よ び曜 日の修

正 が で き る か 点 検 す る。

曜 車 押 エ

――――― ―
       ―― 曜  車

曜 車 押 工 の 耳マ′〕lNJ`ナ ‖又り は ず し方

①
④

④
②

C憂憂互
=∋
〔取りはずし方〕
ドライバーで

こしJ■げる

〔取り付け方〕
`¨ピ ンセ ッ トで 卜か ら押 し

込 む (面 を と っ て ぁ る 方

を千 側 に して く A'さ ぃ )

8K[『il二三正三二三正三I戸
三三てらゎ

 |

⑫』送ツメー脩雫だこ弊鋼
①

筒 草

(I)―
口送 車

①中間車
(ヨ)―早″ナ

ー

ま裏篇I万著丁芹TttT百早言驚 (匹)
クロノグラフ分金軸 (※ 印位置 )を 折

自躍ル‐④
日曜修Pンメ②

一 日修正 レバーバネ止ネジ④
｀`
口ヽD 嘉

日修正レーネ④

地 板 接 触 面 に注 油

文 字 板 止 ネ ジ

(1)

カ レングー機構

リュ ウズ を通 常位 置 か らい っぱ い に押 す と、巻 真
オ シ ド lり 、日1多Iレ ノヾ ― 、日 ・曜 1多Iッ メが ,二重かし
て、 日付 、曜 日が早 送 りされ ます。 リュ ウズ を中
間 の位 置 で J二 め る と 日イ寸の み 1多Iさ 才■ま―ケ。 日程日
のみ 4参正 す る場 合 は中 間 の位 置 か らさ らに押 し込

んで くだ さい。 曜 車 に は、英 語 と 日本 語 の曜文 字

が表 示 され て お りt文 字 の選 択 が で きる よ うに な
つて い ます。 一 度 セ ッ トされ る と、 1日 に 2文字
送 られ 同系 の文 字 の み が現 われ ます。

日 修 正 レバ ー バ ネ

日・曝昌罷雰‐ ツ メ

(日 修 正 レ バ ー )

―-6139A―-3-



6139Aク ロノグラフ機構 脱 進  調 速 機 構
この ペ ー ジ は 6139Aの 心 臓 部 で す 。 組 み 上 っ た ム

ー ブ メ ン トは 十 分 点 検 調 整 して くだ さい 。

申
1 ク ロ ノ グ ラ フ受 を セ ッ ト しア ン クル を組 む 前
に 点 検 す る事 IIE

① 発進、停 Iし のザ ラ具合の点検

ザラ回 り具合はザ ラ房 りしな くても軽 く回転す

れ ば結 構 で す。

② 第 一 、 第 二 発 停 レバ ー の 高 さ位 置 の 点 検

調 整 の 項 I参照 (6139A-8)
2 テ ン プ組 み 込 み 後 点 検 す る事 項

① 分 躍 制 レンヾ 一 ;ま さ 、 高 さ の 点1検

②が置3テス層燥。1程誓λI晨
)   (分クロノク

調 整 の IIt III参照 (6139A-9)
〇復針 レバーとハー トカムの接触具合の点検

調 整 の 項 Ⅳ 参 照 (6139A-lo)

マーーー
ー分躍制レバー

＼   //――
―
翁511[ダ「鼻亀綸|(竺湯峯基λ堂馨嫁

―

ク ロ ノ グ ラ フ受 の ホ ゾ 入 れ の 際 、 次 の 点

に注 意 して くだ さ い。

① 分 ク ロ ノ グ ラ フ 中 間 車 と分 ク ロ ノ グ ラ

フ車 を噛 合 せ る。

② 分 ク ロ ノ グ ラ フ車 と分 躍 制
レバ ー を く

い 合 わ せ る。

踪
③
[馨骨モ::「ヾ
と復針レノ~F材

一 ― 復 針 レ バ ー

45V
46
⌒
47
V
⌒

48

――――――一 分 クロノグラフ車

/
ラ フ 中 間 車 )

ヽ

①サンプ受ネス2‐―埒

(菫)―
テンプ受

①フン勿レ受    F~~
~ア ンクル~~~~~

分解時の注⊃アニ
`II≧

えこ〔Fここ量じFT

作 動 レ バ ー バ ネ

ン` ネ′,糸 F■ み i△ み 1よ (6139A-5)図  7
t,員〔バ ネ′う:卜 か帝ドは ‐番'■しうらを1亡 ↓二fや

わせて完全に押 し込 んで ください.

①
①

0第 二 発 イ亭 レバ ー の 車由は■話′しヽ車由に な っ て 」うり
ま t´)で 調 整 以 外 )́日寺 t二 |ま ∫回転 させ な 。ヽ で

くだ さ い。

● 発 停 レバ ー の 組 み 込 み は 発 i■ の状 態 て お こ

な い 四 番 車 を損 傷 さ せ な い て くだ さ い .

―
一 発 停

レバ ー ネ ジ

― ― 発 停 レバ ー 押 エ ネ ジ ー

分 躍 制 レ バ ー 止 ネ ジ

分躍制てバー`、

さ』デ

(復針 規 正 けバ ー )
イui十
'll iliレ

 'ヾ

打 ら

りま

(分 クロノク

分 クロ ′

,1,由 しな

ラ フ 中 間 卓 )

′ ラ フ Ili llサ 11の 中山
`:は
絶
'」

に

い て くだ さ い。  (図 -5)

秒 ク ロノグラ フ車

秒 ク ロ ノ グ ラ フ卓 は 四 番 車 (四 番 歯 車

と四 番 カ ナ よ りな る )と ク ラ ッチ リ ン

グ 、 ク ラ ッチ バ ネ 、 秒 ⌒ ― トカ ム 、 分

送 ツ メ を も っ た秒 針 軸 とか ら構 成 され

て い ま す。

ク ラ ッチ バ ネ に よ リ ク ラ ッチ リ ン グ が

四 番 車 に押 しつ け られ て い る時 は 四 番

車 と秒 金1車由は ‐体 と な っ て 回 リク ラ ッ

チ リ ン グ が 四 番 車 か ら離 さ れ る と秒 針

軸 は 止 っ て 四 番 車 の み 単 体 で 回 り ます 。

分送 ツメ調整 ピン
~~＼
、

+r/.- l rL

―

―一分 釜菫ッ メ

/~~ クラッチバネ
´́―――クラ ンチ リング

一四 番 歯 車

(図 -6)

分 送 ツ メ 押 エ

―-6139A―-4-―



6139Aク ロノグラ フ機構の作動
発  進
第 一‐ボ タ ン をオ甲す と作 rl」 レバ ー に よ り

作 動 カ ム が一 歯 送 られ 、 第 一 発 停 レバ

ー の作 動 カ ム接 触 部 が コ ラ ム の 間 に落

ち 、 第 一 ・ 第 二 発 停 レバ ー が ク ラ ッチ

リ ン グ か ら離 れ ます 。 ク ラ ッチ リ ング

は ク ラ ッチ バ ネ に よ り四 番 車 に押 しつ

け られ て秒 釧レ 動ゞ き は じめ ます 。

秒 針 が 一 回 転 す る と、分 送 ツ メ が 分 ク

ロ ノ グ ラ フ 中 間 車 を介 して分 ク ロ ノ グ

ラ フ車 を一 歯 送 り、 分 針 が 一 日盛 動 き

ます 。  ｀

第 一 発 停
秒 ク ロ ノ グ ラ フ車

_― _

第 二 発 停 レン

(図 -7)

停  止
発進 の状 態 で第一 ボ タ ン を押 す と作 動

カムの コ ラム に よって第一 発イ亭 レバ ー

が持 ち上 げ られ 、第二 発停 レバ ー と共

に ク ラ ッチ リン グ を持 ち上 げ る よ うに

′←重力しま
~す
。

ク ラ ッチ リ ン グは四番 車 か ら離 れ 、秒

針 は止 りま す。 この と き四番車 は その

ま ま回 り続 け ます。

(図 -8)
積  算
停 止 の状 態 で さ らに第一 ボ タ ン を押 す

と図 -7の 状 態 に戻 り秒針 、 ク ロ ノ グ
ラフ分 針 は、 その位 置 か ら再 び発進 し

両十測 日寺間
`ま

積 算 さオ■ます。

復 針

復 針 レバ ー尾 部 が作 動 カムの コラム の

間 に あ る とき(停 1上 の状 態 )第ニ ボ タ ン

をよ甲す と復針 イ云達 レバ ー を介 して 、 復
針 レバ ー が作 動 し秒 ハ ー トカム 、分 ハ

ー トヵム をた た き、針 を 0位置 に復針
します。

(復針 レバ ー が コラムの上 に あ る と き、

つ ま り針 が動 い て い る と きは第 ニ ボ タ

ン、 (復針 ボ タ ン )ιま押 せ ませ ん )。

(復針 伝 達 レパ ー )

(図 -9)

＼ヽ
ヽヽ
」
「

、

、
、
‐
‐
‐
‐
‐
‐
′
り′
′

復

(作動 レ バ ー )

輪列 の 力 の伝 達
ガンギ車 テンプ

分 クロノグラフ中間車

~―
ク ロ ノ グ ラ フ機 構 停 止 時 の

力 の伝 達

―― ク ロ ノ グ ラ フ機 構 発 進 時 の

力 の伝 達

ク ロ ノ グ ラ フ 発 進 時 は ク ラ

ッチ部 の作 動 に よ リク ロ ノ

グ ラ フ と輪 列 と両 方 に 力 が

伝 達 され ます 。

秒 クロノグラフ車(四 番車 )(図
一

分クロノグラフ車

―-6139/ヽ -5-



6139A輪 夕J

(組 立時の注意)

作 動 カ ム は切 粉 防 止 の た め 一 番 受 を組 む 前 に

番́ 受 に取 り付 け て くだ さ い。

作 動 カ ム 止 ネ ジ ー ー ー ー ー ¬

作 動 カ ム の 注 油

(復針 伝 達 レバ ー )

(作動 カ ム バ ネ )

おヽ
鼈
０

作動カムー    ＼

作 動 カ ム 座 ― ― ¬

ヽ

①

①

一ン
　

　

　

車

ネ
　
　
　
　
穴

穴
　
　
　
　
角

角
　
　
　
　
一

一番 受 の 取 り付 け 取 りは ギ しは作 動 カム

を組 ん だ状 態 で お こ な っ て くだ さ い。

三 番 車

ガ ン ギ 車

―

香 箱 車

二 番 受 ネ ジ

作動 レバ ー 、 復 針 伝 達 レバ ー 、作 動 カ ム バ ネ

は一 番受 に打 込 ん で あ り ます 。

P]香 車 の 注 油

秒 タ ロ ′ グ ラ フ車 を下 図 の よ う に ボ ン ス 台

C受 け 四 番車 を ビ ン セ ン トで押 し下 げ なが

',lI′
由 し ま う。

―

――

―

二 番 車

①
①
①

＠

①
①

/

F～ 6ヾ

(図 ― ll)

―-6139A-6-



6139A切 換機構

日 ノ裏 押 エ ネ ジ は 2本 で す が ネ ジ が

異 な り ます の で 、 ま ち が え な い よ う

使 用 願 い ま す。

(I)凋
ノ裏 車

①小鉄車一

⑫
カンヌキ

オシけ④

ズ付 巻 真 ―

ツ ヅ ミ車 ―

④

④

、 cヽ)ヽ 歩著t
〇

1.自 動 巻機 構 は文 字板 、針 を取 り付 け後 、機 械 をケー スに組 み込 ん だ状 態 で l17り 付 け て くだ さい。

2_秒 ク ロノ グラフ車 の クラ ッチ リング と四番車 が接 した状 態 で、νЧ番 卓 また は クラ ッチ リン グ (分送

ツ メ も同様 )を まわ して接 触 面 を ス リ ンプ させ る と摩擦 が弱 くな り不 具 合 の原 因 に な ります。 した

が って分 送 ツ メ等 を回転 させ る場 合 は クラ ッチ リング と四番 車 を切離 して停 l卜 の状 態 で回転 させ て

くだ さい。 特 に秒 ク ロ ノ グラフ車 単 体 の状 態 で は クラ ッチ リング と四番車 は必 ず接 して い ます の で

四番 車 は回転 させ な い で くだ さい。

3.文 字板 中′とヽは正確 にだしてください。中′しヽが でていないと針 の 日盛 ズ レ(特 に 30分計 )の 原 因 に な ります .

4.伝 工受 ネ ジ とア ンクル受 ネ ジは形状 が ほ ぼ同 じです。 つ ぎの要令頁で区別 し取付 けて くだ さい。

① ア ンクル受 ネ ジ………ネ ジ頭 が薄 く径 が大 い

② 伝 工受 ネ ジ… … ネ ジ頭 が厚 く径 が細 い

5.カ レンタ｀一部 分 に注 油 した油 が 日車 IЧ l工 上 面 に流 れ 出 ます と曜車 の 回転 不 良 の原 因 に な ります の で

十 分 注 意願 い ます。

②①

―-6139/ヽ -7-
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6139A クロノグラ フ機構の点検  調整 -1

発停 レバ ーの 点 検 調 整
.発イ亭 レバ ー とクラ ッチ リン グの高 さ方 向 の くい合 いが適
正 で な い とク ラ ッチバ ネの破 損 (く い合 い量 が 多す ぎる

場 合 )、 止 りお よび停 止 しな い (く い合 い量 が少 なす ぎる

場 合 )等 の原 因 に な ります。 次 の要領 で′点検 、調 整 して
くだ さい。

点検 個 所

① 発進状 態 で受 側 を上 に した と きク ラ ッチ リン グA点 よ り
発イ亭 レバ ー B点 が 下で あ る こ と。

(図― i3)

(図 ― 12)

イ亭上 の状 鬼員で四 番 二紅をキ寺ち上 ιずた日寺ク ラ ッチ リン グ と四

番 車 が完 全 に は なれ て い る こ と。

調 整 方 法

秒 ク ロ /グ ラ フ車 の上 下 の 穴 石 位 置 を変 え て調 整 して く
だ さ い。

2.発 停 レバ ー と ク ラ ンチ リ ン グ の 平 面 方 向 の位 置 。
点 検 個 所

ク ラ ンチ リ ン グ と第 一 発 停 レバ ー の ス キ

マ 量 お よ び 第 二 発 停 レバ ー の ス キマ 量 が
(図一 ,4)

(図 -14)

＼
第 二 発 停 レバ ー の偏 ′し、軸 を回 転 させ て調

整 し ます 。

H分 躍 制 レバ ー の 点 検 調 整
1_分 躍 制 レバ ー の位 置

位 置 合 わせ 穴 に対 して分 ク ロ ノ グ ラフ車 の 3枚 の歯 が対
称 に 見 え れ ば レバ ー の位 置 は正 常 で す。 (図 -15)
調 整 方 法

分 曜 十11レ バ ー J■ ネ ジ を 10Dる め 分 曜 十IIレ バ ー を左 右 に動 か

して調 整 し ます。

2.分 躍 制 レバ 一ヽ の 高 さ
点 検 個 所

① 分 曜 十ilレ バ ー が分 ク ロ ノ グ ラ フ歯 車 の 上 面 か ら出 る量 が

分 曜 制 レバ ー の 巾 の 半 分 以 下 で あ る こ と。  (図 -16)

② 分 ク ロ ノ グ ラ フ車 を回 し た と き分 曜 制 レバ ー の 下 而 が 第

一 発イ亭レバ ー ネ ジ に当 ら ない こ と。 (図 -17)

(図 ― 17)

(図 -16)

調 整 方 法

くだ さ い。
(図 一 18)

クラ ンチ リング

スキ
(1::,ヽ営誓:

同 じで あ る こ と。

調 整 方 法     ※

(図― 15)

第 一 発 停 レバ ー ネ ジ

秒 クロノグラフ車

分 ク ロ ノ グ ラ フ 中 間 車

_LT¬こ出日
`デ

て分 躍 制 レバ ー の 元 の部 分 を

―-6139A― -8-



6139Aク ロノグラフ機構の点検  調整 -2
3.分 曜 制 レバ ー の 強 さ

分 曜 市llレ バ ー が分 ク ロ ノ グ ラ フ車 を押 し

つ け る 力 が 弱 い場 合 は 、 分 送 り時 に ク ロ

ノ グ ラ フ分 針 の 動 きが悪 く又 強 →
~ぎ
る場

合 は止 りの 原 因 に も な ります の で十 分 点

検 して くだ さ い。

点 検 イ固所

嘱霙]単 fヾ
~の強さはゼンマイの強さで

① ゼ ンマ イ を完 全 に巻 戻 した状 態 か ら角 穴

車 を半 回転 だ け巻 上 げ発進 させ た と き、

確 実 に分 送 ツ メで分 ク ロ ノ グ ラフ車 を回

転 させ る こ と。

② 分 ク ロノ グ ラフ車 の歯 先 力つ 曜制 レ
バ ー

の 山 を越 え た と き、分 躍希llレ バ ー ■C確実

に位 置 決 め さ れ る こ と。 (図 -19)

調整 方 法

分躍 制1レ バ ー の元 の部 分 を失 印 方 向 に曲

げ る。 (巨]―-20)

Ⅲ 分 送 ツ メの 調 整

1.分 送 ツ メ の くい合 い

点 検 個 所

分 躍 制 レバ ー の位 置 を適 正 に調 整 後 (調

整 の 項 II-1参 照 )停 止 の状 態 で分 送 ツ

メ を送 り方 向 に 回 転 させ ク ロ ノ グ ラ フ 中

間 車 に接 した と きの くい 合 い量 を点 検 し

て くだ さ い。

① くい合 い量
`ま

分 送 ツ メの送 り面 グ)長 さの

%以 L～%以下 であるこ と。(図 -21の A部 )
② また分 送 ツ メが分 送 中間車 の送 り歯 数 外

の前 後 の歯 に当 らない こ と。

調整 方 法

まず分 送 ツ メのバ ネ音6分 (図 -22の 斜 線

部 分 )が 直 線 に な る よ う4多正 し、次 にバ

ネの根 本 の部 分 を曲 げ て くい合 い量 を調

整 して くだ さい。

2_分 送 ツ メの位 置
分 送 ツ メの 回転 方 向 の位 置 が正 常 で な い

とク ロノ グラフ分針 の送 り時刻 が 0秒附
近 で送 らな くな ります。

点検 イ回所

復針 した と き、位 置合 わせ 穴 の A点 とB

点 を結 ぶ直 線上 に分 送 ツ メの C´点が あ る

こ と。

調 整 方 法

(図 -23)

イ隻金トレバ ー を押 し続 ιナた状 赳晨で秒 ハ ー ト

カ ム に付 い て い る分 送 ツ メ調 整 ピ ン を回

転 させ て C点 の位 置 を 1多正 し ます 。

(注 )こ の と き 垂 直 に強 く押 し過 ぎ る と秒 ク ロ

ノ グ ラ フ車 の ホ ゾ が折 れ る こ とが あ りま

す の で ご注 意 くだ さ い。

(図 -20)

(図 -2!)

(E]-22)

(図 -23)

一-6139ノ 一ヽ-9-―

(図 ― 19)

分 送 ツ メ調 整 ピ ン



6139Aク ロノグラフ機構の点検  調整 -3

Ⅳ 復 針 レバ ー とハ ー トカ ム の 接 触

具 合 の 点 検 調 整

復 針 した と き復 針 レバ ー の 規 ■E面 と秒 ハ ー ト

カ ム の ス キマ は な く、 分 ハ ー トカ ム との ス キ

マ 量 は 、 0_02mmが適 iEで す 。 ス キ マ が 多 す ぎ
る と針 が 0イ立置 にイ夏金卜し ませ ん。

点 検 個 所

実 際 に は ハ ー トカ ム と復 針 レバ ー の ス キマ を

見 る こ とは 困 難 で す か ら、 復 針 状 態 で の 分 ク

ロ ノ グ ラ フ 中「H5車 、分 ク ロ ノ グ ラ フ車 の 動 き

量 お よ び秒 ク ロ ノ グ ラ フ車 の 動 き量 (ガ タ )で

見 ます 。 (図 -24)

1.秒 ノヽ 一 トカ ム の ス キ マ 量 は 0に し ま す 。

復 針 レバ ー を押 し た状 態 の ま ま 、 つ ま り

ハ ー トカ ム とイ夏針 レバ ー が接 して い るJ大

態 で 、 秒 ク ロ ノ ク
゛
ラ フ車 を軽 く左 右 に動

か し た と きガ タが 4な い こ と。

2.分 ハ ー トカ ム の ス キマ 量 は分 ク ロ ノ グ ラ
フ 中「ul車 を左 右 に 回 転 させ て 点 検 し ます 。

(表 -1)

A復 針 レバ ー を押 し続 け た ま ま の状 態 で分
ク ロ ノ グ ラ フ 中 間 車 の 歯 が 分 送 ツ メ の 山

を越 え な い こ と。

B同 じ 方法 で分 ク ロ ノ グ ラ フ車 の 歯 が 分 曜
青llレ バ ー の 山 を越 え な い こ と。

調 整 方 法

本少′、一―トカ ′、の ガ タ が あ る 1易イト

復 針 レバ ーの 分 ハ ー トカムの 規 正 面 をす ります。

分 ノヽ ― トカ メ、の ガ タ が 大 きす ぎ る場 合 (Luを

越 え て し ま うよ場合 )

イ夏11レ ノヾ ――の 不少′ヽ ― トカムの ブ見工[面 を ,「 りま ~ケ。

(注 )復金「 レバ ーーをす る場 合 ιま規 正 面 に平 イ予ιこ

極 く住 か す り鏡 面 に研 磨 して くだ さ い。

(図 -25)

V第 ニ ボ タ ン (復針 ボ タ ン )オ甲し力
調 整

点 検 個 所

ム ー ブ メ ン トお よ び ボ タ ン を ケ ー ス に取 作jけ

後 、 第 ニ ボ タ ンの 押 し力 を点 検 して くだ さ い。

才甲しブ」は 第 一一ボ タ ン
`の
オ甲しうわ と FL・Jじ

`こ

ヨ周1参 し

ます ぃ 押 し力 が 強 す ぎ ます と ク ロ ノ グ ラ フ機

構 書6::デ ]破 1員 の 原 因 に な ります 。

調 整 方 法

復 針 規 ill lレ バ ー の 先 ′置をオ寺って 曲 げ て くだ さい。

こ の と き掘唾端:`こ 曲 げ す ぎ ます と 音Б品 をう皮損
~■

る お そ れ が あ り ます ぃ

(口]―-24)

(図 -25)

(図 -26)

一-6139A―-lo――

分 ハ ー トヵ ム 規 正 面

秒 ハ ー トカ ム 規 正 面

分 ク ロ ノ グ ラ フ 中 間 車  (A) 1    分 ク ロ ノ グ ラ フ 車  (B)

フ

リ

ー

の

状

“態

右

回

転

さ

せ

た

場

合

× l ×

左

回

転

さ

せ

た

場

合

tD ×

処

置

復 金十レバ ー の 秒

規 正 面 をす る 。

復 針 レバ ー の 秒

規 正 面 をす る 。

表 -1

「

‐‐
｀
ヽ

、



6139Aァ フターサー ビスの手引

ク ロノ グ ラフ機 構 は非常 に精 密 です。 修 理 を依 頼 され た場 合 は、 お客 さ まか らその日寺ntの状 態 につ いて ょ く聞 き とって

お くこ とが大切 です。聞 き とっ た内容 か ら、下 記 の表 の ように区分 を し、あ らか じめ大 体 の原 因 をつ か んでお くこ とが 、確 実

な修 理 をす る上 で特 に重 要 です。 この表 は ク ロノ グ ラ フ機 構 につ い て発 生 した場 合 の不 具 合現 象 とその原 因 、処 置 の仕

方 につ い て ま とめ て あ ります の で ご利 用 くだ さい。

置処因象現構機 原

ボタ ンパ ノキ

ボ タ ン軸 まわ

シ リコ ング リ

分送 ン`メ く 0ヽ

秒 ク ロノ グラ

発イ亭レバ ー の

金トンカエ

に 分 ハ ー トカム

ーー 復針伝 達 レバ

分送 ツメ くい

秒 クロノ グラ

い{,せ ;壕刃

l 肇重;`f
る一一―う)送 ツ メイ立

い{り

`:1兵

{[i:i:
し
J二

'電

｀

li:

「

第 一 、 第 ニ ボ タ ン が 動 か な い

ボ タ ンを押 して も発 lTし な い

り |こ ゴ ミ不l着

― ― ス の 1刀 れ

合いが深 い・… ………… … ………ク ロノ グラフ調整 Ⅲ -1参 照

フ車 の破 損… … …… …… ………修 理 方法 I参照

作

中 間 車 の 同 り不 具 合

が 強 い
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秒 針 の ゆ る み … … … … … … … … 修 理 方 法 I参 照

合 い が 浅 い …… …… …… ……
‐―――ク ロ ノ グ ラ フ 調 整 II-1参 照

が「」
Flい … ……… … ……… ………クロノ グラフ調 整 H-3参 照

は ず れ … … … … … … … … … … … ク ロ ノ グ ラ フ 調 整 H-2参 照

構機進発Ｆ

Ｉ

Ｉ
514*o>it'v z z
合 いが深 い… …… … ……… …… クロノ グラフ調 整 Ⅲ― ■参 照

一 …… ………… ク ロ ノ グ ラ フ 調 整 H-3参 照

の はずれ…… … …… …… ……… クロノ グ ラフ調整 H-2参 照

状 態―

中間車 の回 り不具 合

フ車 の破 損… …… …… …… ……修 理 方法 I参照

合 いが浅 い… …… …… …… …… クロノ グラフ調整 Ⅲ-1参 照

が悪 。ヽ … … … …… ……… ………ク ロ ノグラフ調整 III-2参照

フ車 の破 損…… … … ……… ……修 理 方法 I参照

の持上 げ量 が少 ない… … ……… クロ ノグラフ調 整 I― ■参 照

ン摩 耗

― スの切 れ

― が弱 い………………………………………クロノ グラフ調整 V参照
ンの油 切れ

合 いが深 い …■… … …… … …… クロノ グラフ調 整 Ⅲ― ■参 照

秒 針 の ゆ るみ…… … … ……… …修理 方法 I参照

摩 耗… … ……… …… …… …… … クロノ グラフ調 整 Ⅳ参 照

合 いが深 い…… … …… …… …… クロ ノグラフ調整 III― ■参 照
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―持 続不 良

停 止 状 態 で 持 続 が な い



6139Aク ロノグラフ機構の修理

I。 修 理 方 法

1.秒 クロノグラフ車の破損
① ク ラ ッチバ ネの折 れ

② ク ラ ッチバ ネの力 が弱 い

この よ うなと きは ク ロノ グ ラフ秒 針 が動 か な いか秒 針 の

動 きが不 規 貝J`こ な ります。

③ 分 送 ツ メの折 れ

分 送 ツ メが折 れ る とク ロノ グ ラフ分 針 を送 りませ ん 6

① Э ③ の と きは秒 ク ロノ グ ラ フ車 を交 換 し、 ク ロ ノ グ ラフ

調 整 の項 の I発停 レバ ー の′点検 調 整 、 Ⅲ分 送 っ メの調 整 、
Ⅳ復針 レバ ー とハ ー トカム の接 触具 合 の点検 調 整 をお こな

って くだ さい。 なお分 送 ツ メの み の交 換 もで きます。

分 送 ツ メの 交換 方 法

取 り
`ま

ず し

図 -27の よ うに秒針 軸 を四 ッ割 で持 ち、剣 抜 ヤ ッ トコで静
か に分 送 ツ メ と分 送 ツ メ押 工 を一 緒 に はず します。

取 り付 け

ポ ンス台 の下 穴 に四番 カナ の底 面 で受 け る よ うに秒 ク ロノ

グラ フ車 を置 き、新 しい分 送 ツ メ をセ ッ トし分 送 ツ メ押 エ

をのせ て押 込 み ます。 (匝]―-28)

注 )分 送 ツ メの取 りはず し、取 り付 けの際 、秒針 軸 、 ク ラ
ッチ リング等 を破 損 しな い よ うに して くだ さい。

2.ク ロノグラ フ秒 針 の ゆ るみ

復 針 した ときは クロノグラフ秒 針 が必 ず 0位置 にイ夏針 しな い

場 合 はつ ぎの確 認 をお こな って くだ さい。

第ニ ボ タ ンを押 した ま まの状 態 で軽 く秒 針 を動 か して み て

秒 針 が動 くよ うで した ら秒針 と秒 針 軸 の ゆ るみ です。 秒 針

の位 置 を確 認 し、秒針 ッ カエ に な らな い程 度 に押 込 み直 し

て くだ さい。

3.四 番 車 の 回転 具 合 が 不 良
停 止状 態 でザ ラ回 りが わ るい ときは つ ぎの点 を確 認 して修

理 して くだ さい。

① 輪 列 の ア ガ キは適 正 か

② 各 車 の ス レは な いか

③ 四番 車 の 回転 数 合 は よいか

③ の確 認 の仕 方 は、 まず一 番 受 に発停 レバ ー を取 り付 け

た

'大

態 で ク ロ ノ グ ラフ受 を取 リイ寸け ます。 つ ぎに図 -29
の よ うに ク ロ ノ グ ラフ受 を組 込 まれ た一 番受 の フ トコロ

側 を上 に して発進 の状 態 でお き四番 車 をセ ッ トします。

つ ぎに停 止 の状 態 に して 四番 歯 車 とク ラ ッチ リングの ス

キマ を確 認 した後 、 チ リハ ラ イで軽 く四番 車 を回転 させ

スムー ス に回 るか どうか を調 べ て くだ さい。

回転具 合 が わ るい と きは、洗淡 をお こな い注 油 (図 -11

を参 照 )し て再確 認 して くだ さい。

〈口]―-27)

〈図-28)

この 面 で 受 け な い

で くだ さ い 。
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(E]―-29) クロノグラフ受


